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巻頭図版2

（1）第1トレソチ

第2検出面全景

南から

（2）第1トレソチ

第2検出面SAO6～08

西から



巻頭図版3

（1）第5トレソチ

第2検出面南半部
南から

（2）第7トレソチ

第5枚出面SPlOl～105
南から



巻頭図版4

福岡城下之絵図（九州大学九州文化史研究施設蔵）



巻頭図版5

御城廻御普請御伺絵図（福岡市博物館蔵）



福岡市は、まちづくりの目標の一つに「海と歴史を抱いた文化の都

市」を掲げ、実現を目指しております。いまさら申し上げるまでもな

く、本市は地理的関係から、先史時代より東アジアとの文化交流の門

戸として発展を遂げてきました。鴻臆館は、この文化交流の代表的な

遺跡として学術的に価値が高いとともに、本市の目標とする都市像の

原点でもあります。このため、本市では、鴻臆館跡の発見以降、遺跡

の全容解明に向けて計画的な発掘調査を行っています。

発掘調査計画に従い、野球場南側地区は平成4年度で終了し、平成

5年度からは鴻臆館跡の所在する高台地の西北部における遺跡範囲確

認を目的とした第11期5ヶ年調査を開始いたしました。調査初年度に

当たります平成5年度の調査は、調査対象全地域に試掘溝を設定し、

遺構や旧地形の確認を行うとともに、第11期5ヶ年調査計画を円滑に

実施するための資料を得ることを目的としたものです。

今回報告いたしますのは、平成5年度に実施いたしました発掘調査

の概要です。今後、本書および調査資料が学術研究だけに留まらず、

市民各位の文化財に対する認識を深めるために寄与することを深く願

うものです。

最後になりましたが、発掘調査にあたり御指導と御援助をいただい

た鴻臆館跡調査研究指導委員会の委員各位、文化庁の関係者各位、福

岡県教育委員会をはじめ種々の御協力いただいた関係各位に対し、深

く感謝いたします。

平成7年1月12日

福岡市教育委員会

教育長　尾花　剛



例　　言

1．本書は福岡市教育委員会が、1993年度（平成5年度）に実施し

た鴻臆館跡発掘調査の概要報告である。

2・遺構実測図に付した座標値は、平面直角座標系第11座標系によ

る座標値である。高さは全て海抜高で示した。

3．遺構図には、遺構ごとに一連の遺構番号を付け、番号の前に

SA（築地・塀）、SB（建物）、SD（溝・湊）、SE（井戸）、

SK（土増）、SX（その他）などの分類記号を付した。

4．検出遺構および出土遺物については鴻嘘館跡調査研究指導委員

の御指導と御教示を得た。

5．本書に掲載した遺構、遺物の写真は、文化財整備課の田中春夫、

瀧本正志の撮影による。

6．本書に掲載した遺構、遺物の実測図は、田中、瀧本による°

7．本書の執筆は、1．111を瀧本、IIを田中が担当し、英語訳はLISE

J．HODKINSON（九州大学大学院生）が行った。

8．本書の作成に当たり、宮園登美枝、寺村チカ子、堀一恵、金石

邦子、真鍋晶子、大石法量子、岡毅、西山めぐみ、廣澤亜衣の

協力を得た。

9．本書の編集は、田中と瀧本が担当した。
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－発掘調査計画－　1

Ⅰ　はじめに

1・発掘調査計画
鴻臆館跡の調査については、1987年（昭和62年）に平和台野球場改修工事に伴う緊急調

査が実施され、以後、野球場南側一帯において発掘調査が継続して行われてきた。しか

しながら、長期的調査計画の策定が不十分な状態であったため、改めて調査計画を策定

し、平成5年度の鴻臆館跡調査研究指導委員会において審議、了承された。調査計画は、

5ヶ年を一期とし、これまで実施された野球場南側一帯の調査（1988年～92年）を第1期、

舞鶴公園西北部一帯（西広場）を第11期、二ノ丸、平和台野球場等を第III・Ⅳ期とする

ものである。ただし、委員会では、野球場などの移設時期が早まった場合には、計画に

固執せず、柔軟に対応することが強く求められた。さらに、鴻臆館の全容解明には平和

台野球場下の調査が必要不可欠であることから、関係部局と調整し、早期に調査が着手
l

できる環境作りを図る旨の指導があった。

第11期調査計画においては、鴻臆館跡の所在する高台地の西北部一帯における遺跡範

囲確認を主眼点とするものの、調査地が史跡福岡城内に位置することから、江戸時代に

おける当該地域の解明も併せて行うものである。

第11期調査計画の初年度に当たる平成5年度の調査は、当該地域においては過去に発

掘調査が行われていないことから、調査計画を円滑に実施するための資料を得る必要が

あった。このため、第II期調査対象地域にトレソチを設定し、各時代の遺構の残存状況

や旧地形の把握を行うこととした。

2．調査番号の変更
これまで福岡城域内における発掘調査では、二つの遺跡調査名（略号、調査次数）が使

用されてきた。鴻臆館跡（KRE）と福岡城跡（FUE）である。この両者の遺跡は範囲に重

なりを示しており、整理時に混乱が生じる恐れがあるので、4頁Tab，1に示すように調

査番号を変更した。

3・遺跡整備計画
1988年から調査を実施してきた野球場南側の第1期調査区域については、遺跡整備を

行うことが平成4年度鴻臆館跡調査研究指導委員会で審議された。平成5年度同委員会

において、展示館については建物の建替、館内に原寸大建物模型の設置、館外について

は三時期の遺構表示を中心とした遺跡整備計画が了承された。さらに、整備に当たって

は、平和台野球場下が解明された後に改めて全体的遺跡整備を行う必要性があるので、

将来の整備時に役立つように、これまでの整備手法に固執しない積極的な遺跡整備を取

り入れる旨の指導があった。



2　－鴻臆館跡5一

4・調査の組織

鴻臆館跡調査研究指導委員会（平成4～5年度）◎委員長

委員名

◎平野邦雄

石松好雄

狩　野　久

笹山晴生

杉本正美

坪井清足

西　谷　正

渡辺定夫

専　門

国史学

考古学

国史学

国史学

造園学

考古学

考古学

都市工学

福岡市教育委員会

平成5年度（1993年度）

教　　育　　長

教　育　次　長

文化財部長

文化財整備課長

文化財整備課主査

文化財整備課文化財主事

平成6年度（1994年度）

教　　育　　長

教　育　次　長

文化財部長

文化財整備課長

文化財整備課主査

文化財整備課文化財主事

（資料整理）整理調査員

委員名

○横山浩一

小田富士雄

川添昭二

澤村　仁

鈴木裏書

中　村

八　木　充

渡辺正気

尾　花　　剛

井　上　剛　紀

後　藤　　直

古　西　憲　輔

田　中　善　夫

瀧　本　正　志

尾　花　　剛

大　森邦　明

後　藤　　直

古　西　憲　輔

田　中　書　夫

瀧　本　正　志

宮園登美枝

○副委員長

専　門

考古学

考古学

国史学

建築史

建築史

造園学

国史学

考古学
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4　－鴻臆館跡5－

Tab，1福岡城域内調査一覧

報告書一覧

（D福岡県教育委員会「史跡福岡城発掘調査概報」1964年

（参福岡市教育委員会「福岡城址一内堀外壁石積の調査－福岡市高速鉄道関係埋蔵文化財調査報告書」

③福岡市教育委員会「筑前国福岡城三ノ丸　御鷹屋敷」

④福岡市教育委員会「筑前国福岡城三ノ丸　御鷹屋敷　図録編」

（9福岡市教育委員会「福岡城肥前掘」

⑥福岡市教育委員会「鴻臆館跡Ⅰ発掘調査概報」

⑦福岡市教育委員会「福岡城跡・Ⅳ一内堀内壁の調査－」

⑧福岡市教育委員会「福岡城肥前堀第3次調査報告」

⑨福岡市教育委員会「福岡城肥前掘第4次調査報告」

⑩福岡市教育委員会「鴻臆館跡II」

⑪福岡市教育委員会「鴻臆館跡IIL」

⑫福岡市教育委員会「鴻臆館跡Ⅳ－平成4年度調査概報－」

⑬福岡市教育委員会「福岡城跡第23次調査報告」

福岡市埋蔵文化財調査報告書第101集1983年

福岡市埋蔵文化財調査報告書第59集1980年

福岡市埋蔵文化財調査報告書第59集1990年

福岡市埋蔵文化財調査報告書第131集1986年

福岡市埋蔵文化財調査報告書第270集1991年

福岡市埋蔵文化財調査報告書第237集1991年

福岡市埋蔵文化財調査報告書第293集1992年

福岡市埋蔵文化財調査報告書第294集1992年

福岡市埋蔵文化財調査報告書第315集1992年

福岡市埋蔵文化財調査報告書第355集1993年

福岡市埋蔵文化財調査報告書第372集1994年

福岡市埋蔵文化財調査報告書第415集1995年
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II　調査の記録

1・調査の概要
1）調査地点の位置

調査地点は、通称舞鶴公園西広場と呼ばれる面積約18，000m2の公園広場である。

この一画は福岡城三の丸北西側城郭内に位置し、福岡城関連絵図中には「御館」

「御下屋敷」と記載されているように、上級武士の屋敷が当初置かれ、後には黒田

藩主三代日光之以降藩主私邸が置かれた地点にあたる。北方約200mには潮見櫓が

位置し、黒田官兵衛（如水）の隠居所と伝えられる御鷹屋敷は東側に隣接する。現

況は標高5．4～6・5mの平坦面で、御鷹屋敷との比高差は約5mある。築城以前の古

代～中世においては、現在の大濠から草香江にかけて湾入した内海に西画した地点

にあたる。

2）試掘溝の概要

試掘溝は、平面直角座標系第2座標系に沿って任意に10地点設定し、便宜上東か

ら西へ第1～10トレソチと呼称した。ただし第2トレソチは地下埋設物のため掘り

下げていない。各試掘溝の規模は5×10mの長方形である。調査にあたっては、遺

構の遺存状況や、土層の堆積状況等を考慮しながら、各トレソチ毎に人為的に2～

5両の検出面に分け調査を実施した。いずれのトレソチにおいても、近～現代の撹

乱のために遺構の遺存状況は良くないが、福岡城築城時期の大規模な盛土整地の状

況と、屋敷地関係の土塀や溝、柱穴等の遺構を確認することができた。明確な時期

比定と屋敷地の構成等については明らかにできなかったが、福岡城関連遺構が比較

的良好に遺存していることが確認できたことは、今後の福岡城の史跡整備と調査に

とって大きな成果である。また鴻臆館跡に直接関連する遺構は今回の調査では認め

られなかったが、奈良から平安時代の遺物が散見できることから、今後の調査が期

待された。

一．．一一一一．

・＿／　／ヽ．／

／　／　　　　　　l

／

．

1

1

1

1

1

l一・・／

／

′

／　　／－／

／／／

ヽ
．
「
l
」
．

－

　

ー

′
，
（
、
告
口
J
／
／
・
・

′

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

l

！

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

t

l

　

1

．

1

　

－

　

l

 

l

l

一

－

1

．

1

l l

［
Ⅱ

－．．．‾一，

・／一．　　　　　　ヽ

／．一一一一　　　　　　　、一．一・一．．．

l

l

／
．

1

／

－

1．

／　l

l　／

1．1

1　1

－　　1

」一・一▲「

．・－－－．

－／／／・／一一一．－　、

／：．二

二二＿予――：二l／　　　＼
′　　　　　　　　ヽ

′　／／、、、、

、．、－＿／／

、
、

、

ヽヽ

ヽ　／

＼
＼
ヽ
＼

／

／

／

1

1

＼

′

　

　

　

　

　

　

　

＼

／

　

　

　

　

　

　

ヽ

恕
／
　
　
5

、l　　　　　　　　　　′
／

I

1

1

1

ll

口
Il

ll

Il

口
口

口
－一一一・一一一一．．－．＿＿－　／

′′　　　　、、　、一一一一一一／一一一

′　　　　　　、一一一、一　／・／一一一一一一一・、－

F層，2　発掘調査区位置図（数字はトレンチ番号）

t

l

、、　　＼



6　－鴻臆館跡5－

2．第22次調査
（1）第1トレソチ

1）位　置（Fig，2）

第1トレソチは、最も東端に位置し、御鷹屋敷が占地する高台との比高差は約5

mを測る。この上レソチでは高台丘陵裾部における遺構のあり方が注意された。

2）土層堆積状況と検出面（Fig，3、PL，2）

本地点では明治期～昭和40年代までの整地層や撹乱が顕著である。1～4層まで

は昭和後半期以降の盛土整地層、廃棄土壙である。標高約5mの面に褐色～暗褐色

砂層（第15層）が分布しておりその下面に青灰色粘土と黄褐色粘土による整地面が

ある（第16層）。この面を第1検出面とした。さらにこの層の下には層厚10～15cm

の石英砂を主とする青灰白色砂層（18層）がほぼ水平に分布している。18層下部の

標高は4・7m前後である。この整地層は他のトレソチでも約10cm前後の高低差を

もってほぼ同レベルで広く分布していることが確認されている。福岡城築城時期に

近い17世紀代の人為的な盛土整地面と考えられる。第2枚出面は、18層が覆う標高

約4・5～4・6mを測る地山（第3紀頁岩）面である。この面は、人為的な平坦面であ

り、西側の各トレソチではほぼ同レベルで風化頁岩を主体とする盛土整地面が続い

ている。城郭北西部における大規模な盛土整地の基準面と考えられよう。

3）遺構と遺物（Fig，3、PL，2）

第1検出面では若干の柱穴と土壙がある。遺物は瓦片が出土している。第2枚出

面では柱穴2および土塀等の基礎部分と考えられる配石遺構を3粂検出した。

配石遺構はほぼ並行しながら東西に延びており、第5トレンチでSAO5．06の一

部を確認している。なお主軸方向はいずれもN－68。30′～69。－Eで、主軸間の距離

は、SA06とSAO7間が2・26mで、SA07とSAO8問が3．21mである。

SA06は幅0・7mで、長さ4・2mにわたって検出した。中央部は遺存状況が悪い。

基鹿部は地山を若干掘りこみ、南北両線に15～20cm大の角礫を小口を揃えながら

据えている。石積みの状況は不明である。両線間は不定形の小礫片、砂質土を充填

している。角礫は主として頁岩で、一部玄武岩を用いている。

SA07は幅0．98～1…Omで、長さ4・5mにわたって検出した。北東部が現代撹乱に

より破壊されている。南北両線および両線間の構築方法はSA06と同様であるが、

使用している石材が一回り大きな角礫である。石材もまた共通している。

SA08は調査区北西隅にかかっており、幅0．7m、長さ3・3m分を検出した。前二

者と同様な構造であるが、規模が小さく、用いている石材もまた小振りである。

以上の配石遺構の先後関係は不明確であるが、わずかな時期差を持って、第18層

によって整地されるまでの間に順次構築されたものである。これらの配石遺構は、

築城後間もない時期の屋敷地を画する塀であったと考えられる。

遺物は、各整地層から中世の中国産白磁片、伊万里系染付片、瓦片が二次的な堆

積で若干出土している。



第1トレンチ土層所見

1．表土（真砂盛土）

2・盛土

3．盛土

4．暗灰色瓦礫層（昭和後期整地層）

5．暗灰色瓦礫層

6．暗灰色土層

7．暗灰～黒灰色粘質土層

8．暗灰色粘質土、

黄灰色・褐色粘土混合土

9．灰褐色土層

10．茶灰色砂質土層

11．灰色～暗灰色砂質土層

12．褐色・茶灰色・

黄白色粘質土混合土層

13・暗褐色～灰褐色粘質土層

14．暗褐色．灰褐色・

黄褐色粘質土の互層

15．暗褐色砂質土層

（粗砂を多く含む）

16・黄褐色．灰色・黄白色粘土層

（上面鉄分沈着）

17．灰色粘土層、風化礫を多く混入

18．灰色～灰白色粗砂層（固くしまる）

19・灰色～暗灰色シルト層

（微砂層、調査区北側には木炭片が分布）

20．暗灰色細砂層

21．灰色粘土層

22．赤褐色・黄褐色・灰緑色粘土、風化礫層

23．第3紀風化頁岩（地山）

X64，985－

一第1トレソチ－　7

16．50m

Fig－3　第1トレンチ遺構平面および断面図（1／30・1／60）

0　　　　　　　1m

「「－，「「＿ヰニー－」
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8　－鴻臆館跡5－

（2）第3トレソチ

1）位　置（Fig，2）

本トレンチは、第1トレソチ西北端から10m離れた北西側に位置する。この地点で

は第1トレソチ土塀基礎SAO6～08に関連する遺構の有無と層位的確認が調査の主目

的である。

2）土層堆積状況と検出面（Fig，5、PL，3）

トレソチ中央から北半分は昭和40年代の家屋廃材廃棄土壙のため地山面まで破壊さ

れている。1～4層は近代～昭和後半期以降の盛土層。標高4．8～5．0mに暗灰色～黒

灰色砂層が厚く分布しておりその下面に褐色～黄褐色粘土整地層（第11層）がある。

この上面を第1検出面とした。この下部に第1トレンチの第18層に相当する第12～13

層を挟んで盛土整地面（第15層）がある。この層上面を第2枚出面とした。標高は

4．7～4・8m前後である。この第15層を除去した面を第3検出面とした。標高は4．6m

前後である。さらにこの下部において、標高4．5mの面を第4枚出面とし、トレソチ

南壁にかかる土壙（SK25）を検出した。地山は北東部では標高4・2m前後の面以下

にみられる。

3）遺構と遺物（Fig，4．5、PL，3・10）

第1検出面では土壙3基、溝6条、柱穴等を検出したがいずれも上層からの掘り込

みによるもので近代～現代のものである。第2検出面では柱穴1のみである。この面

は足跡と思われる凹凸が南東部にみられた。

SX24は、暗青灰色～黒灰色混砂粘質土を埋土とし瓦礫を多く含む不定形の浅い土

壙である。近世瓦片、染付、土師器片が出土している。1は土師器皿である。糸切り

氏。口径7・2cm、器高1．5cm、底径5．8cm。2は肥前系瓶鹿部片で回転糸切り底であ

る。底径3・8cm。粕薬は透明な灰色。4は唐津系鉢で、復元口径27cm。口縁は休部

途中から大きく外反する。粕薬は淡褐白色で体部下半は露胎である。SK25は平面形

が不定形の土壙で、長軸が5・5m、短軸が3．4m、検出面からの深さ1・2m前後を測る。

図示したのは、上層での瓦片、礫群の出土状況である。埋土中層には、植物遺体、木

炭、板材等を含む層がみられる。廃棄用の土壙か。3は唐津系皿の高台片である。見

込み内庇には鉄粕による施文がある。高台部周辺は露胎。5は備前焼捨鉢口縁部片。

6は軒平瓦片である。復元幅は約24cm。中心餌は花文で、2回転の唐草を中心飾下

部から派生させている。

ミニ菜　タ12

三圭二．…八．′リ
…－・圭　一

Fig，4　第3トレンチ出土遺物実測図（1／3・1／4）

10cm

l口1．i一一．．．‐－‐∃



一第3トレンチ－　9

2m

第3トレンチ土層所見

1．表土（真砂盛土）

2・盛土

3・盛土

4．暗灰色瓦礫層

（昭和後期整地層）

5．暗灰～黒灰色砂質土層

6．灰褐色砂質土層

7．暗灰褐色砂質土層

8．灰褐色砂質土・黒褐色土混合層

（風化頁岩片を含む）

9．灰褐色砂層

10・灰褐色砂質土層

11．褐色粘質土層

12．灰褐色砂層

13．褐色砂質粘土層

（風化礫、粘土を含む）

14．淡灰黄色粗砂層

15．暗褐色砂質土層

（鉄分・マソガソ沈殿）

16．灰・色砂、黄灰色砂混合土

17．灰～淡黄灰色粗砂層

18．黄灰色・灰色粘土、砂の混合土

19．暗灰色混砂粘質土（砂礫含む）

20．暗灰褐色砂質土層

21．灰色粘土、黄橙色風化土混合土

22．灰色粘土層（粘土、砂の混合層）

23・灰色粘土層

24．灰色粘土層

＼
－
、
．

X64，995－

し－．

Y－57，359 Y－57，356

Fig，5　第3トレンチ遺構平面および断面図（1／60）　♭－TT土．一一一一一＿＿」
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（3）第4トレソチ

1）位　置（Fig，2）

本トレソチは第1トレソチの西南部に位置する。この地点では第1トレソチSAO6

～08の延長部の確認とそれを覆う青灰白色砂質土整地層の分布状況の把握が主目的で

ある。

2）土層堆積状況と検出面（Fig，7、PL，3）

土層堆積は中央部に現代の廃棄土壙がある他は比較的プライマリーな状況である。

第1～8層までは現代の整地層である。当地点では検出面は1面だけである。第1検

出面は当トレソチでは第43層と44層上面で設定した。第1トレソチと同様その表面は

凹凸が顕著で、鉄分沈着がみられる。中央部から南側では、第32～38層のような乱堆

積を示す盛土が堆積している。江戸期の水平に堆積する整地層（29～49層）は認めら

れず、包含する遺物等からみて近世～近代における新規の整地土と思われる。第18、

23層を埋土とする近代の韓SD32．33はこれらの整地土を掘削している。なお、角礫

群（SA41）が、第1検出面からー30cmの面で確認できた。西壁第47層下部に位置する。

3）遺構と遺物（Fig，6・7、PL，3．10）

第1枚出面では溝4粂（SD27・32・33．38）、土壙4基（SK26・28・31・34・37）、

柱穴4がある。これらの先後関係はSD32・33・38→SK28．SK34→SK31、SD32．33・

38→SK37→SD27→SK26である。SK26・31・37、SD27は現代の所産である。他はいず

れも近世から近代にかかる時期のものと思われる。西壁において第1枚出面から－30

cmのレベルで検出したSA41は層位的にみてSD32・33・38よりも古い礫群である。

地山は標高4・17mのレベル面で確認した。SD32．33．38は幅が0・85～0・95m、深さ

0．70mの溝である。断面形は逆台形で、埋土は均一な黒灰色～黒褐色砂質土である。

各港はほぼ並行しており、主軸方向はN－11。30′－Wである。平面形および断面形、

掘削深度、埋土等が共通していることから同時期に掘削された溝と思われる。SK28

はトレソチ中央に位置する円形の土壙である。径1・1m、深さ0・50m。SK34は西壁側

中央に位置する不定形の土壙である。長軸2・4m、短軸1．3m、深さ0．45m。鹿部は矩形

で断面形は逆台形を呈している。7は軒平瓦である。幅は25・6cm前後に復元できる○

中心飾は三業文で二回転の唐草文を中心餌の上位から派生させている。焼成良好で、

一部銀灰色を呈する。SA41は西壁第48層下部で検出した。この層は第1トレソチ第

18層に相当する。検出高は標高4．7mで、SA06とほぼ同レベルである。層位および

位置関係からみてSA06の延長部分と考えられる。

／趣譲二鎚
‾鞠空電芯ゴ・，吉㌧土ゝ

0　　　　　　　　　10cm

lll，－i　．／一一」

Fig，6　第4トレンチ出土遺物実測図（1／4）



第4トレンチ土層所見

1・表土（真砂盛土）

2・盛土

3．盛土

4．暗褐色粘質土層

5．褐色粘質土層

（黄白色・赤褐色粘土塊を含む）

6・暗褐色粘質土層

7・褐色粘質土層

8・黒暗灰色砂質土層

9・暗灰色砂質土層

10．暗灰色砂質土層

11．黒褐色砂質土層

12．黒灰色粘質土層

13．黒灰色土層

14．灰褐色砂質土層

15・灰褐～暗灰色砂質土層

16．暗灰色砂質土層

17．黒褐色砂質土層

18．灰色砂質土層

19．暗褐色砂質土層

20．褐色粘質土層

21．灰褐色砂質土層

22．黒褐色砂質土層

23・褐色砂質土層（木炭片を含む）

24・灰褐色砂質土層

25・灰－褐～暗灰褐色砂質土層

26．灰褐色砂質土層

27．灰褐色砂質土

28・黒灰色粘質土層（風化礫を含む）

29．灰褐～暗褐色砂質土層

（黄白色風化頁岩を含む）

30．褐色砂質土層

31・黒褐色粘質土層

32．黒灰色砂質土層（黄白色粘土を含む）

33．灰色砂質土層（褐～褐白色粘土小塊）

34・黒色粘質土層

35．灰色砂層（黄灰色頁岩を多く含む）

36・暗褐～黒褐色砂質土層

37・灰褐色砂質土層

38．暗灰色砂質土層（小礫を多く含む）

39．暗灰色細砂質土層

40．黄灰色砂層

41．褐色砂層

42．灰褐色砂質土層

43．灰色細砂層

44．褐色土層

（灰色粘土・褐色砂質土を含む）

45．灰白色．黄褐色粘土・砂混合土層

46．青灰色細砂層

47．灰自～青灰色砂層

48．黄褐色粘土整地層

49．51．風化頁岩礫層

50・黄灰色粘質土層

52．第3紀貢岩（地山）

X64，975－

Y－57，359

一第4トレソチ－11

Y－57，356

Fig，7　第4トレンチ遺構平面および断面図（1／60）
2m

Lr．一一．一口．．トト．．一一．」



12　－鴻臆館跡5－

（4）第5トレソチ

1）位　置（Fig，2）

第4トレソチの南側に位置する。この上レソチでは第4トレソチで検出した整地層

（第36層等）の分布状況と近代の蒋SD32・33の延長部、江戸期の整地層の遺存状況

の確認が調査の主目的となった。

2）土層堆積状況と検出面（Fig，9、PL，4）

この地点では撹乱は比較的少ない。第1～7層は現代の盛土である。標高5m前後

の面（北壁第49層下部）を遺構検出面とした。北壁周辺においては第1～4トレソチ

北側で確認した暗褐色砂層、その下部の青灰色粘質土および青灰色砂層が水平に堆積

しているが（第46～50層）、SD46南壁から南側にかけては第25～42層のような乱堆積

の状況である。これらの土層は建物SB63の基壇内盛土、土壙SK06等の埋土などであ

り、第4～5トレソチ周辺が後世の改変を比較的多く受けたことを物語っている。な

お地山面は確認していない。整地層は地山面までかなり厚いものと思われる。

3）遺構と遺物（Fig，8・9、PL，4．10）

本トレソチで検出した遺構は、塀1条（SA65）、建物基壇（SB63）、溝3条（SD46・

47・62）、井戸1基（SE44）、土壙7基（SK45・48・51・55など）、柱穴である。これ

らの先後関係は、SA65－→SB63→SD46・SD47、SB63→SK48、SD62→SE44‐→SK51、

SD62→SK45である。

SA65は江戸期のもので、SB63およびSD62は明治期以降、SD46、SE44、SK45・4

8・51・55は昭和初期以降のものである。

SA65は第1トレソチSAO6～08に類似する配石遺構である。幅は0・95m、長さ9・8

mにわたって検出した。主軸方向はN－12°30’－Wを測る。SD46やSK55によって一

部壊されている。基鹿部は整地層第50層を若干掘りこみ、南北両線に15～30cm大の

角礫を小口を揃えながら据えている。両線間は小礫片、砂質土を充填している。角礫

は頁岩、玄武岩を用いている。SA06～08との交叉角度は100度である。

SB63は建物基壇と考えられる。基壇縁石は40～50cmほどの玄武岩、片岩等を用い

ている。東壁断面での盛土の状況を見ると、基壇高は約60cmの高さがあったと思わ

れる。基壇上面は標高5．3mである。SD62はSB63とは一連の溝で、建物を画すとと

もに配水も兼ねたと思われる。溝の内法は20cmで、15cm前後の角礫を面を揃えて据

えている。

遺物は、近世瓦や陶磁器片が出土しているが図示できるものは少ない。

8は肥前系染付椀である。外面には網目文を施文。高台径4，2cm。9は染付皿であ

る。内面見込みは輪状に粕薬を掻き取っている。高台畳付には砂目跡が付着はE44

出土）。10は耳付土鍋片である。復元口径22・4cm。外面はパケ目内面はナデ仕上げ。

＼一波ク・、⊂塞♂
0　　　　　　　　　　　　10cm

L L．．．；　　　一二」

Fig，8　第5トレンチ出土遺物実測図（1／3・1／4）

0　　　　　　　　　10cm

i．口　ロ　ー　　．i



一第5トレソチ－13

第5トレンチ土層所見

1．表土（真砂盛土）

2・盛土

3．盛土

4．旧表土層

5．赤色レソガ埋土

6．黒灰色砂質土層

7．暗褐～黒褐色砂質土層

8．黒灰色～黒灰褐色砂質土層

9．暗祐一黒褐色砂質土層

10．黒褐色～黒灰褐色粘質土層

11・黒灰色～黒褐色砂質土層（薬きょう出土）

12．黒色粘質土層（木片・腐食土）

13・暗褐色砂質土層

14．暗褐色粘質土層

15．暗褐色粘土層

16・黒褐色～黒灰褐色砂質土層（瓦礫を含む）

17．黒褐色砂質土層

18．暗黄灰色砂質土層

19・暗褐色砂質土層（粗砂を多く含む）

20．暗褐色砂質土層（上面に鉄分沈着）

21・明黄灰色砂質土層（風化礫．瓦・砂混合）

22．明褐色砂質土層

23．明褐色砂質土層（風化礫）

24．黄灰色砂質土層（砂．風化礫）

25．明褐～暗褐色砂質土層

26．黒褐～暗褐色砂質土層（木炭．礫）

27・暗灰～黒灰色粘土層

28・灰褐色砂質土層

29．黄褐～赤褐色粘土層

30．黄褐色粘質土層

31．暗褐色粘土層

32・暗灰褐～灰黄色砂質土層

33．淡茶灰色砂質土層（粗砂．木炭・瓦片）

34．暗黄灰砂質土層（風化礫）

35．黄赤橙色粘質土層（風化礫を含む）

36・暗褐色砂質土層（鉄分沈着）

37．暗黄灰～暗茶灰色砂質土層

38．淡黄灰色砂質土層

39．30と同一層

40．黄灰～茶灰色砂質土層

41．暗茶灰色砂質土層（木炭片）

42．明茶灰色砂質土層（整地層か）

43．茶灰色砂質土．黄白色粘土混合土層

44・暗灰～暗黄灰色砂質土層（頁岩小礫）

45・黒灰～黒褐色砂質土層（頁岩小礫）

46・暗褐～褐色砂質土層

47．灰～灰褐色砂質土層

48・褐色砂質土層（粗砂．小礫を含む）

49．貢岩・褐色砂質土混合盤地層

50．暗灰色砂質土層（整地層）

SA65　1

Y－57，359

‾守一　　　　　ll亨

Y－57，356

SD62－－去L

SA65　－

／／／／／

X64，995－

Fig，9　第5トレンチ遺構平面および断面図（1／60）
0　　　　　　1　　　　　　2m

巨ココ一一十L　上．一一一一一」
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（5）第6トレソチ

1）位　置（Fig，2）

木下レソチは最も北側に位置している。東西に主軸を取り設定した。この地点では

第1トレソチSAO6～08を覆う青灰白色砂層の有無、第5トレソチSA65の延長部と層

位的位置づけが調査の主目的である。

2）土層堆積状況と検出面（Fig，11、PL，5）

この地点では昭和40年代の家屋廃材の廃棄土壙による撹乱が顕著で、中央部から東

側にかけては現地表から－2・7m以上の深さまで掘削されている。検出面は標高4．8m

前後の面を第1枚出面（第7層上面）、4．7mの面を第2検出面（11～13層上面）、4・5m

の面を第3検出面（第16～18層上面）とした。11～13層は第1トレソチでの第47層に

相当する整地層である。この層の下部に配石遺構が検出した。この地点では地山は確

認していない。

3）遺構と遺物（Fig，10．11、PL，5．10）

第1検出面では土壙1基（SK66）、溝4粂（SD68．69・70．71）がある。遺構の先

後関係は、SK66－→SD68・70・71→SD69である。いずれも近世～近代にかかる時期

のものである。

SK66は平面形が直径3．7mの円形で、深さ約30cmの廃棄用土壙である。

SD68・70．71は幅1m前後で、断面が逆台形の溝である。各溝はほぼ並行してお

り、主軸方向はN－120－Wである。第4トレソチのSD32・33・38と同時期の溝と思

われる。

第2検出面では遺構は確認されていない。整地層が面的に良好に残っている。

第3検出面のSA73は塀の基礎となる配石遺構である。破壊されており形状等は不明。

11は唐津系皿。内面施文は刷毛目手。口縁～外面は露胎。12～14はいずれも糸切り

底の土師器小皿と杯である（第16層出土）。口径・器高．底径は12が9．4・7．6・1・6cm、

13が9．8・1．9・7・Ocm、14が16・0．2・3・10．5cm。15は肥前系小壷。油壷か。16は玉

縁口縁の白磁椀鹿部片。17は唐津系高台付き皿。ロ縁径17・6cm。外面下半は露胎。18

は軒平瓦。中心餌は菱文。焼成あまく軟質。19は軒平瓦。復元径は15．2cm。三巴文

の尾は圏線上で接している。珠文は12個か。焼きはあまく灰白色を呈する。

違

0　　　　　　　　　　10cm

」－LL1－－l一一．．．．一一」

lニニ：－／一三

＼土

0　　　　　　　　　　　　　　　10cm

」1　－1．，；　　・　－」

Fig，10　第6トレンチ出土遺物実測図（1／3．1／4）
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2m

Y－571375－

第6トレンチ土層所見

1．表土（真砂盛土）

2．盛土

3．盛土

4・暗灰色砂質粘質土層（礫．コソクリートを含む°撹乱壙）

5・黒灰色砂質土層（瓦片・風化礫．粘土・小礫を多く含む）

6．暗灰色砂層（ややきめ粗い）

7．灰色砂層（上部に鉄分沈着）

8・暗灰色砂層（木炭片を若干含む）

9．黒灰色砂質土層（褐色粘質土・木片．木炭片・小礫を多く含む）

10．灰～暗灰色砂質粘土層（上部はやや明るい灰色で、鉄分が沈着）

11．灰色砂層（薄く鉄分が沈着）

12．暗灰色（粘土．小礫・砂）混合土（瓦片含む）

13．灰色砂質粘土・黄白色粘土．風化礫の混合土（鉄分が沈着）

14．褐色砂層（細礫を含む）

15・灰褐色粗砂層

16．明灰白色粘土～シルト層（小礫を若干含み、よくしまる）

17・明褐色粘土ブロック

18．明赤褐色．灰色・暗灰色粘土の混合土（頁岩を多量に含む、整地層）

X65一014

1

uJ09．9

X65，011

－・－．－

F層，11第6トレンチ遺構平面および断面図（1／60） ヒ妄Ⅰ「一十一二二∃



16　－鴻臆館跡5－

（6）第7トレソチ

1）位　置（Fig，2）

本トレソチは第11期調査区中央部付近に位置している。この地点では、第1トレソ

チの整地層第47層の分布とその下部の風化頁岩盛土層の厚さの確認が調査の主目的で

ある。

2）土層堆積状況と検出面（Fig，13、PL，6．7）

南側は昭和40年代の廃棄土壙により一部破壊されている。第1～6層は現代の撹乱

または整地層である。第7～13層は近代以降の溝、土壙または盛土である。検出面は

5両設定した。第1検出面は標高5．1mの面で、北壁第17層上面に相当する。近代以

降の盛土面で、この層は第4～6．8トレソチでもみられた。第2枚出面はこの第17

層を除去した面である。第3枚出面は第1・3トレソチでの第1枚出面に相当する青

灰～灰褐色粘質土層上面である。第4検出面は第35層上面である。第5枚出面は風化

貢岩盛土層上面である。この層は厚さ約1．5mで、その下部には暗灰色砂質粘土（第

43層）が堆積。上面は標高3．1m。上部には植物遺体、有機物、下駄、木器片、杭な

どの古墳時代～中世の遺物を含む。下部は粗砂で、標高2m前後で湧水する。

3）遺構と遺物（Fig，12・13、PL，6・7・11）

第1～3枚出面での遺構はいずれも近代以降のものである。個別説明は省略する。

第4検出面は第1トレソチで検出した整地層が当該地点でも確認できた。またこの

層を切る掘立柱建物の柱穴群を検出した。柱穴は径20～30cmで板石を礎板に持つも

の（SPl03など）がある。建物の規模および性格等は復元できなかったが、江戸期の遺

構は第35層を境にして、二時期に分かれることが予想された。第5枚出面では第6ト

レソチSA73と同じレベルで、礫群SXlOOを検出した。SA06等と同様な塀の基礎の一

部と思われる。

20は肥前系染付小壷である。21・25は同安窯系青磁皿と椀。22は素焼きの焼塩壷で

堺名を捺印している。23は唐津系皿。体部下半～高台は露胎で砂目が付く。24は中国

産白磁椀Ⅴ類。26は白磁皿。27．28は軒平瓦片。29は三巴文の軒丸瓦。瓦はいずれも

焼成があまい。

士‾二―一三一三ll一
0　　　　　　　　　　　　　　　10cm
ヒ＝ヨー二l I l i　　　　　　　一一」

露警膠盈
－　　　　．

・

27

Fig，12　第7トレンチ出土遺物実測図（1／3・1／4）



一第7トレソチ－17

第7トレンチ土層所見

1．表土（真砂盛土）

2．盛土

3．盛土

4．現代撹乱

5．黒色土

6．黒灰色砂質土層

7．暗茶灰～黒灰色土層（瓦溜り）

8・暗黄灰色砂質土層

9．茶褐色砂質土層

10．暗茶褐色砂質土層（黄褐色土混）

11．茶褐色砂質土層

12・暗茶褐色砂質土層

13．黒灰色砂質土層（灰色土混）

14・暗黄灰～茶灰色砂質土層

15．茶灰色砂質土層

16．黒灰～暗灰色砂質土層

17・灰色砂層

18．茶褐～黄褐色砂質土層

19．黒灰～暗灰色土層

20．暗黄褐色砂質土層（炭混）

21．黒灰～暗黄灰色土層

22．黒灰色土層

23・茶灰色土層（黄褐色土混）

24．暗灰色粘土層

25．暗灰色砂層

26．灰褐色シルト層

27・黄灰色土層

28．暗灰色細砂層

29．黄褐色砂質土層

30．黄褐色土層

31．黒灰～茶灰色土層

32．茶灰色土層

33・暗茶褐色粗砂土層

34．黒色砂質土層

35．灰～灰褐色粘砂土層

36．暗灰色砂質土層

37．黄褐色粘土層（礫混）

38．暗灰色砂質土層

39．暗灰～黒灰色粘砂土層

40・暗青灰色土層

41．暗灰～暗黄灰色土層

42．暗褐色土層

X64，955－

Yー57，384 Y－57，381

2m

Fig，13　第7トレンチ遺構平面および断面図（1／60） 土Ⅰ．ロー1．．ト二．－．．一一．．一一．．．一一．！
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（7）第8トレソチ

1）位　置（Fig，2）

本トレソチは第7トレソチから南側へ20m離れた地点に位置する。この地点では、

第1・4トレソチで検出したSAO6．07の延長部および江戸期の整地層の遺存状況の

確認が調査の主目的である。

2）土層堆積状況と検出面（Fig，14、PL，8）

北壁から西壁にかけては昭和40年代の家屋廃材の廃棄土壙による撹乱の他、近代以

降の溝、土壙によって江戸期の整地層は寸断されている状況である。部分的に比較的

良好な状況で遺存している。第1～15層は近代～現代の整地、土壙、撹乱である。第

16～21層は近世～近代にかかる時期の盛土等である。各トレソチの第1枚出面に相当

する青灰色と黄褐色粘質土の整地層は第24層と思われるがこの地点では明確ではない

ため、標高4．8m前後の面を第1検出面とした。この地点においても第1トレソチで

検出した灰白色砂整地層が認められた（第25層）。第2枚出面は第25層下面で、標高4・5

～4・6mの面である。この面の下部には風化頁岩盛土層がみられる。おそらく第7ト

レソチと同様1・5m以上の厚さで堆積しているものと思われる。

3）遺構と遺初（Fig，14、PL，8）

第1検出面では溝3条（SDlO9・110・118）、柱穴がある。いずれも近代以降のもの。

SDlO9．110は東西に直線的に延びる溝である。主軸方向はN－68°－Eである。先

後関係はSD109→110で、SDlO9北壁は残っていない。SDllOの幅は0・80m。断面形

はU字形。

第2枚出面では、柱穴、礫群SX123を検出した。柱穴は上層からのものである。礫

群は江戸期のもので、第1トレソチSAO6～08、第4トレソチSA41に関連すると思わ

れる。第38層上面に礫石は分布しておりレベルもほぼ同じ面である。
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2m

第8トレンチ土層所見

1．表土（真砂盛土）

2．盛土

3．盛土

4．灰～灰褐色砂質土層

5．灰褐色砂質土層

6．褐色砂礫層

7．暗祐一灰褐色瓦礫層

8．暗褐色粘質土層

9．褐色砂質土層

10．灰褐色砂質土層

11．褐色砂質土・風化礫黒色土の混合土

12・暗灰色砂質土層

13．灰褐色粘質土層

14．明褐色砂質土層

15・明褐色砂質土層（粗砂）

16．灰褐色砂質土層（黄灰色風化礫を含む）

17・暗褐色粘質土．灰褐色土の混合土

18・灰色砂質土層

19．褐色砂質土層（黄白色礫を含む）

20・黄褐色粘質土

21．明褐色粘質土層

22．暗褐色砂質土層

23．黒灰色土層（木炭片を含む）

24．灰色砂質土と黄白色粘土混合土

25．灰白色粗砂層

26．灰色粘土～砂土層

27．赤褐色粗砂層（鉄分沈着）

28・暗灰～灰色砂層

29．暗灰色砂質土層（瓦・粗砂を含む）

30．灰色砂層

31．灰～灰白色粗砂層（上面に鉄分沈着）

32・赤褐色粘質土

33．暗青灰色シルト層

34・褐色砂質土層

35．灰色シルト層

36．暗灰色シルト層（木炭片．鉄分沈着）

37・褐色粗砂層（瓦含む）

38．明褐色砂質土．灰白色粘土・

頁岩の混合土

39．灰色シルト層（木炭片．鉄分沈着）

40．灰黄褐色砂質土層

41．黄灰～灰色シルト層

42．灰茶色粘質土層

43．暗灰色シルト層（木炭片．鉄分沈着）

44・褐色砂質粘土層

45．青灰色シルト層

46．灰茶褐色粘土層

47．整地層（風化礫を含む）

Y－57，384

Fig－14　第8トレンチ遺構平面および断面図（1／60）

Y－57，381
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（8）第9トレソチ

1）位　置（Fig，2）

第9．10トレソチは、公園施設等の制約によって、第1～8トレソチの東ブロック

から西へ約50mほど離れた位置に設定した。この地点は、東ブロックよりも現況で約

1mほど低い平坦面となっている。この高低差は、調査の結果では昭和40年代の公園

整備時の盛土（真砂土）厚の差によるものである。両トレソチでは、明治期の地形図

に表記されている池状遺構の有無と第11期調査区中央部から西側の土層堆積状況を調

査の主眼にした。

2）土層堆積状況と検出面（Fig，16、PL，8）

この地点は東ブロックとは異なり、近現代の撹乱は少ないが、第1～7トレソチで

第1・2枚出面とした各土層はほとんど残っていない。第1～17．32．33・39～41層

は戦後の埋土で、窪地もしくは池の埋土である。第1枚出面は第22・26層上面に設定

した。標高4．10m前後の面である。第26～29層は泡状の窪地の覆土である。トレジチ

中央から東南側にかけて第37層上面から深さ約1mほど堆積している。瓦や疎石が出

土している。江戸期の盛土は西壁では第26層下部もしくは37層以下と思われる。地山

面の深さは未確認である。

3）遺構と遺物（Fig，15・16、PL，8．11）

本トレソチでは、遺構は検出されていない。検出面とした第22・26層は第1トレン

チなどで検出した灰白色砂質粘土層と土質が煩似する。東ブロックでは酎ぎ水平に4・6

m前後の面で分布していたが、西側の方がレベル差で約50cmほど低いことから造成

面高が東西で異なっていた可能性がある。

遺物は、第24～26層で散発的に出土した。30は施粕陶器壷鹿部である。内面に施粕、

外面は露胎である。31．32は唐津系皿高台片である。いずれも内面見込みと高台畳付

に砂目跡が付着している。粕薬は不透明な飴色で、削り出し高台部分は露胎である。

33は、肥前系措鉢である。降し目は、8本単位。暗赤褐色の鉄粕を口縁部外面に施粕。

＼・∈ヒプ＼土
0　　　　　　　　　　　　　　10cm
1，．．　L　・；　　　　　　　．5

10cm

ヒ「．一口　5　　　！

Fig，15　第9トレンチ出土遺物実測図（1／3・1／4）
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第9トレンチ土層所見

1．表土（真砂盛土）

2・盛土

3．盛土

4．茶褐色粘質土層

5・暗赤褐色砂質土層

6．明茶褐色粘質土層

7・茶褐色土層

8・暗茶褐色土層

9・茶褐色砂質土層

10．暗茶褐色砂質土層

11．灰白色砂質土層（金属片を含む）

12．暗茶褐色砂質土層

13．灰白色砂質土層（金属片を含む）

14．黄褐色土層

15．暗茶褐色土層

16．灰白色粘質土層

17・暗黄褐色土・黄褐色土混合層

18．黄褐色粘質土層

19．暗茶褐色土層

20．乳白色粘土層（礫を含む）

21．暗灰白色粘土層

22・黄褐色粘質土層

23・暗黄褐色土．黄褐色粘質土混合層

24．暗黄褐色土層

25．黄褐色土層

26．茶褐色土層

27．暗茶褐色土層（炭化物片を含む）

28．暗茶褐色土層

29．茶褐色粘質土層

30・青灰色砂質土層

31・黄褐色砂質土層

32．茶褐色粘質土・暗茶褐色砂質土混合層

33・暗黄褐色砂質土層（礫・炭化物）

34．育灰色粘質土層

35・暗黄褐色粘質土層

36．暗黄褐色砂質土．赤褐色粘質土混合層

37．黄褐～暗茶褐色粘質土層

38．黄褐色粘質土層

39．茶褐色土層

40・黄褐色土層（礫を含む）

41．暗茶褐色砂質土層

42．暗黄褐色土層

43・暗青灰色砂質土層

44．暗茶褐色砂質土層

45・青灰色粘質土層

46．暗黄褐色粘質土層

47・黄褐色粘質土層

X65，005－

Y－57，439 Y－57，436

2m

Fig，16第9トレンチ遺構平面および断面図（1畑）　』‐－・・i十∵ニー∃



22　－鴻臆館跡5－

（9）第10トレソチ

1）位　置（Fig，2）

第9トレソチから10m離れた南側に位置する。この上レソチでは第9トレソチで確

認した池状の窪地の範囲および福岡城堆積の状況について観察．した。

2）土層堆積状況と検出面（Fig，18、PL，9）

本トレソチにおいて、築城時期の盛土層は第17層以下と考えられる。第1～7トレ

ソチで第1・2検出面とした各土層は残っていない。西壁においては、第9～12・15

層が池状の窪地の埋土で、戦後間もない時期の所産である。また南側においては7層

下部から始まる建物地業と考えられる礫群（SX128）が東西に5m以上、南北に3m

以上の範囲で確認できた。礫群中からは発行年が明治20年の銅銭が出土している。

3）遺構と遣物（Fig，17・18、PL，9・11）

池状遺構SD129、土壙SK130、建物地業SX128、石組遺構SX131がある。SX131以

外は近代以降のものである。

SD129は第9トレソチ南側の窪地とは一連の遺構であり、明治期の「歩兵百八十七

連隊駐屯図」および「福岡二十四連隊鎮魂紀念之図」に表現された池の一部と考えら

れる。江戸期まで遡るかどうかは不明である。最終的に埋め戻されたのは戦後間もな

い時期である。

SX128は一抱えほどの扁平な礫石を積み上げている状況からみて、何らかの構造物

の地業跡と考えられる。位置からみて先述した図絵中に描かれた記念塔の土台部分の

可能性がある。

SX131は内法で長さが2・08m、最大幅が0・95m、深さ0・4mを測る石姐遺構である。

平面形は西側の小口幅がやや狭い長方形である。下部には木炭片を多く含む黒灰色粘

質土が堆積している。屋敷地内における便酒の可能性がある。

＼

，

l

－

－

1

－

・

l

l

l

1

－

－

－

．

／

1

1

1

－

1

1

／

0　　　　　　　　　　　1m

Llロバ　1　．－－　－

Fig，17　第10トレンチ石組遺構SX131平面および断面図（1／40）
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2m

第10トレンチ土層所見
1．表土（真砂盛土）
2・盛土
3・盛土
4．盛土（真砂土．赤褐色粘土層）

5．木炭層
6．整地層（褐色粘質層．風化礫岩．砂の混合土）
7．暗灰色砂質土層
8．陪灰色砂質土層（砂礫．木炭片を含む）
9．暗灰色砂質土層（風化礫岩を含む）
lO．暗灰色砂質土層
11．黒灰色砂質土層（砂礫を含む）
12．灰色砂質土層（砂礫を含む）
13．灰褐色砂質土層（木炭片．礫を含む）
14．褐色粘質土層（風化礫・粘土を含む）
15．暗灰褐～暗灰色砂質土層（風化礫小片を含む）
16．黄褐色礫層
17．茶褐色砂質土層（風化頁岩小礫を含む）
18．黄灰色粘質土層（粗砂を部分的に含む）
19．茶褐～褐色粘質土層（礫を含む。柱穴か）
20．黄灰色風化頁岩を主とする盛土整地層
21．灰白色粗砂層

22．灰褐色砂質土層（風化頁岩小片を含む）

Fig，18第10トレンチ遺構平面および断面図（1佃）［．Ⅰ・口．口．1．1曲－‐」
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III　まとめ

平成5年度調査の目的は、第II期調査計画を円滑に実施するための資料を得る必要があ

るために、各時代の遺構の残存状況や旧地形の把握を行うことにあった。

9ヶ所に設定したトレソチ調査では、その多くで大規模な撹乱壙が見られ、遺構の残存

状況は良好とは言い難い。

遺構は、塀の基壇、柱穴等を検出したが、建物規模の確定や城絵図等の史料との整合に

ほ至らなかった。検出した遺構の時期は、17～19世紀に比定されるものである。鴻臆館に

関わる遺構、遺物は検出されなかった。出土遣物は、その大半が近世以降に比定されるが、

造成土中から5世紀末～6世紀初頭に比定される須恵器も出土しており、城域内の高台に

おいて古代の遺構の存在を示すものと思われる。

築城以前の地形は、第1．7トレソチの状況から、第II期調査対象地域の東半部は御鷹

屋敷と呼ばれる小山が現在よりも西方に50m前後広がってあり、小山以西は砂原が存在し

ていたことが復元される。したがって、築城に伴う砂原を埋めるために膨大な量の風化頁

岩を用いたが、その用土の確保に御鷹屋敷と呼ばれる小山はもちろんのこと、城域内の他

地からも供給を必要としたことは容易に想像される。

今回の調査では、初めて福岡城に関連する遺構の存在を確認したが、その意義は大きい。

今後に実施される第II期調査計画の中で、遺構の変遷等の解明を行いたい。

KOROKAN

TheK6rokanwasoriginallycalledthe“Tsukusi－n0－murOZumi’’，butthenamewas

changedto“K6rOkan’’intheealyHeianperiod・TheK6rokanwasusedasanofficial

guest－house．

The K6rokan，丘om the second half Of the7th century to thellth century，nOt

Only served as an entertaining and boarding facility for delegates and merchantS

fromTangandSilla，andJapaneseenvoysandstudents goingtOTangandSilla，but

also served as aninternational trading post・Moreover，the K6rokan was the most

advancedplaceofinternatiOnalexchangeinancientJapan．

Theyearl993markedthefirstyearofthesecondexcavation，themainpurpOSeOf

Which，WaStOcOnfirmtheexistanceofanysitesOnthenOrthwesternpartOfthethe

hi110n Which the Kbrokan waslcocated．To grasp a general understanding of the

excavation area，ninetrencheswere dug・These trenches resultedinthe unearthing

Ofthefdundationsofa17－19th－centuryearthenwall，andthefOundationplatform of

a building．The exact scale of the building，hOWeVer，WaS unable to b

confirmed・TOpOgraphicalstudiessuggestthegreaterpartoftheexcavationareawas

asandyplainin ancienttimes．No archaeologicalfeatures or artehcts relatedtOthe

K6rokanwerediscOVeredduringthisexcavatiOn．
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（1）発掘調査地全景
西から

（2）発掘調査地全景
北から

（3）調査風景
北から

PL．1
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PL・2

（1）第1トレソチ

第2検出面SA06～08
酉から

（2）第1トレソチ

第2検出面全景

南から

（3）第1トレソチ

第2検出面SA06西から

（4）第1トレソチ

第2検出面SA07西から

髄

ー
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（5）第1トレソチ

第2検出面SA08西から
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PL．3

（1）第3トレソチ

第3検出面SX24

東から

（2）第3トレソチ

第4検出面南半部SK25
東から

（3）第4トレソチ

第1検出面全景
東から
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PL．4

（1）第5トレソチ
第1検出面全景

南から

（2）第5トレソチ

第1検出面SB63
東から

（3）第5トレソチ

第2検出面全景
南から

（4）第5トレソチ

第2検出面SA65
北から
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（1）第6トレソチ

第1検出面全景
東から

（2）第6トレンチ

第2検出面西半部

北から

（3）第6トレソチ

第3検出面西半部
北から

PL．5
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（1）第7トレソチ

第1検出面全景

東から

（2）第7トレソチ

第3検出面北半部

東から

（3）第7トレソチ

第4検出面北半部
東から

PL．6
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PL．7

（1）第7トレソチ

第5検出面北半部

東から

（2）第7トレソチ

第5検出面SPl01～105
南から

（3）第7トレソチ

第5検出面SP103礎板
南から

（4）第7トレソチ

第5検出面SPlO5礎板
南から
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（1）第8トレソチ

第1検出面全景
東から

（2）第8トレソチ

第2検出面全景

東から

（3）第9トレソチ

第1検出面全景
東から

PL・8
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（1）第10トレソチ

第1検出面全景

東から

（2）第10トレソチ

第2検出面全景

東から

（3）第10トレソチ

第2検出面SX131
南から

PL．9
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トレソチ出土遺物（1）

（2～6；第3トレソチ、7；第4トレソチ、8～10；第5トレソチ、11・15～19；第6トレソチ）

PL・10
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トレソチ出土遺物（2）

（20～29；第7トレソチ、30～33；第9トレソチ）

PL．11



－鴻臆館跡5－

（1）遺跡整備計画図

（2）展示館建築状況

（3）遺跡整備状況

PL・12
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